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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による継続的な経済・金融政策等の効果もあり、景気は

緩やかな回復基調が継続しましたが、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響が懸念されるなど、先行き

不透明な状況が続いております。 

 当社グループの主な事業分野であります住宅関連業界につきましては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、新

設住宅着工戸数は概ね前年並みと、堅調に推移いたしました。 

 このような環境のもとで当社グループは、各事業で営業体制拡充などの積極的な展開を行い、今後を見据えた取

り組みに注力いたしました。この結果、売上高は33億２千８百万円（前年同期比1.9％増）、営業利益は２億７千

９百万円（前年同期比4.6％増）、経常利益は２億９千７百万円（前年同期比4.0％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は２億１百万円（前年同期比0.4％増）となりました。 

 

 セグメントの業績は次のとおりです。 

 なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

ジオテック（地盤改良）事業 

 非住宅関連や東北復興住宅関連工事等もあり、地盤調査や地盤改良工事の販売は好調に推移いたしました。当社

独自の高耐久性を有した木製パイルを施工材料とする「環境パイル工法」は引き続き販売を伸ばしており、自社開

発の地盤改良関連技術や関連する部材等の販売も増加いたしました。また、液状化防止目的の大規模工事に着工し

たことも収益に寄与いたしました。売上高は16億７千５百万円（前年同期比18.0％増）、営業利益は１億３千８百

万円（前年同期比30.2％増）となりました。 

木材加工事業 

 新設住宅着工戸数が堅調に推移する中、各工場の保存木材の生産は非住宅向け乾式処理保存木材の需要増を見込

んだ高水準の稼働を続けており、生産数量は前年同期比増加いたしました。また、保存処理薬剤の販売も堅調に推

移いたしました。前年同期は木材保存処理装置２基の販売がありましたため、当四半期の売上高は９億７千４百万

円（前年同期比14.6％減）と減少しておりますが、営業利益は８千５百万円（前年同期比51.0％増）となりまし

た。 

セキュリティ機器事業 

 安心・安全を希求する社会情勢を背景に監視カメラ等セキュリティ機器の需要は底堅く推移しており、売上高は

前年同期比微増となりました。販売組織面では継続的に人員を増強するほか、本年４月に札幌出張所および北関東

出張所（さいたま市）を開設いたしました。売上高は５億１千５百万円（前年同期比0.9％増）となりましたが、

人員増や営業拠点拡大による費用先行のほか為替相場が前年同期に比較し円安傾向であったこと等もあり、営業利

益は４千５百万円（前年同期比54.7％減）に止まりました。 

石油製品事業 

 ガソリン消費の減少が続く環境下、燃料油の販売数量は減少いたしましたが、ガソリンスタンド店頭でのフルサ

ービス接客対応を徹底し顧客のサービス満足度を上げることに努めました。売上高は１億６千３百万円（前年同期

比5.1％増）、営業利益は９百万円（前年同期比29.7％増）となりました。 

 
（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は97億８千２百万円であり、前連結会計年度末と比較して１億２千９百

万円減少いたしました。

流動資産は、現金及び預金、原材料の減少等により１億１千３百万円減少いたしました。固定資産は、有形固

定資産の減少等により１千６百万円減少いたしました。

流動負債は、未払法人税の減少等により１億６千５百万円減少いたしました。固定負債は商品保証引当金の増

加等により３百万円増加いたしました。

純資産は四半期純利益２億１百万円の計上等により前連結会計年度末から３千２百万円増加し、65億５千万円

となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成29年４月28日発表の予想

数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,147 3,039 

受取手形及び売掛金 2,315 2,291 

商品及び製品 696 796 

仕掛品 13 2 

原材料 402 355 

繰延税金資産 96 65 

その他 95 103 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 6,765 6,652 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 163 160 

機械装置及び運搬具（純額） 273 265 

土地 776 776 

リース資産（純額） 15 14 

その他（純額） 35 33 

有形固定資産合計 1,264 1,250 

無形固定資産 31 33 

投資その他の資産    

投資有価証券 60 62 

繰延税金資産 181 166 

投資不動産 1,472 1,470 

その他 147 158 

貸倒引当金 △13 △13 

投資その他の資産合計 1,849 1,844 

固定資産合計 3,145 3,129 

資産合計 9,911 9,782 

 

- 3 -

兼松サステック（株）(7961) 平成30年3月期第１四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,866 2,031 

リース債務 6 6 

未払法人税等 252 57 

賞与引当金 173 75 

役員賞与引当金 20 － 

その他 397 380 

流動負債合計 2,716 2,551 

固定負債    

リース債務 13 12 

退職給付に係る負債 125 127 

商品保証引当金 425 431 

資産除去債務 15 15 

その他 97 93 

固定負債合計 677 680 

負債合計 3,394 3,232 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,325 3,325 

資本剰余金 1,146 1,146 

利益剰余金 2,045 2,080 

自己株式 △5 △5 

株主資本合計 6,511 6,546 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3 3 

繰延ヘッジ損益 2 △0 

その他の包括利益累計額合計 6 3 

純資産合計 6,517 6,550 

負債純資産合計 9,911 9,782 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 3,267 3,328 

売上原価 2,437 2,498 

売上総利益 829 830 

販売費及び一般管理費 562 551 

営業利益 267 279 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 0 0 

持分法による投資利益 0 1 

受取賃貸料 21 21 

その他 2 1 

営業外収益合計 27 25 

営業外費用    

支払利息 0 0 

賃貸費用 6 6 

その他 2 0 

営業外費用合計 8 7 

経常利益 286 297 

特別利益    

固定資産売却益 6 0 

持分変動利益 5 － 

特別利益合計 11 0 

税金等調整前四半期純利益 298 298 

法人税、住民税及び事業税 62 49 

法人税等調整額 35 47 

法人税等合計 97 96 

四半期純利益 200 201 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 200 201 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 200 201 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △0 △0 

繰延ヘッジ損益 △12 2 

その他の包括利益合計 △12 2 

四半期包括利益 187 204 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 187 204 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
1,419 1,141 511 155 3,227 40 3,267 － 3,267 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 238 0 5 244 － 244 △244 － 

計 1,419 1,379 511 161 3,471 40 3,511 △244 3,267 

セグメント利益

又は損失（△） 
106 56 100 7 270 △4 266 0 267 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種マッチ製造販売

事業等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去０百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高              

外部顧客への

売上高 
1,675 974 515 163 3,328 － 3,328 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 250 － 9 260 △260 － 

計 1,675 1,225 515 172 3,588 △260 3,328 

セグメント利益 138 85 45 9 279 0 279 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去０百万円であります。

２．セグメント利益又は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

  前連結会計年度において各種マッチ製造販売事業から撤退したことに伴い、「その他」に含まれている 

 事業の区分を見直した結果、木材加工事業に含めて管理することとしたため、当第１四半期連結累計期間 

 より、「木材加工事業」に含めております。 

  なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し 

 たものを開示しております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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